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第１章 環境評価指標 

第１節 評価指標の定義 
 

 

 

 

 

 

第２節 評価指標の役割 
 

◆ 評価指標の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 評価指標の選定プロセス 
 

  ◆ 評価指標の選定プロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４節 評価指標の構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

（市民） 価値観  

 ↓  

 ↓ 選定 

（計画） 評価指標  

 ↓ 反映 

 ↓  

（行政） 事務事業  

   

① 市民が知りたい調査項目を抽出 

↓ 

② 足りない項目を補い現状調査を実施 

↓ 

③ 現状調査の結果を市民に開示 

↓ 

④ 市民が考える評価指標の案を抽出 

↓ 

⑤ 市民の投票により評価指標を決定 

 環境評価指標（以下、評価指標という。）とは、総合計画の基本計画における施策

を具体化し、環境に関する事務事業を体系的に評価するため、市民参加によって選定

される指標のことです。 

評価指標には、市民の価値観と行政の事務事業を

つなぐ“懸け橋”としての役割があります。 

評価指標は、計画策定の段階において、市民の優先

順位に従って選定されます。また、計画推進の段階に

おいて、評価を通して事務事業に反映されます。 

評価指標は、市民の価値観を代弁し、行政の事務事

業に影響を与える重要な役割を担っています。 

３つの主要施策「自然環境の保全」、「環境保全への意識啓発」、「循環型社会の形成」

に対応する 11 の施策区分「①地下水の保全」、「②河川環境の保全」、「③沿岸環境の

保全」、「④森林環境の保全」、「⑤環境保全意識の向上」、「⑥環境保全活動の支援」、

「⑦公害の防止」、「⑧温暖化の防止」、「⑨ごみ分別収集の推進」、「⑩循環型社会シス

テムの構築」、「⑪不法投棄の監視強化」ごとに、３つずつ評価指標を定めています。 

 

・主要施策、施策区分・・・総合計画の基本計画における施策。 

評価指標の選定プロセスは、大きく５

段階に分けることができ、全体を通して

市民参加を重視しています。なお、ここ

でいう市民とは、事前に策定メンバーに

応募して、登録された市民のことです。 

 

・策定メンバー・・・環境基本計画の策定に参

加する市民。市民であれば誰でも参加で

きるが、事前登録が必要。 
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 ◆環境評価指標◆ 

 

主要施策 施策区分 
評価指標 

１ 
評価指標 

２ 
評価指標 

３ 

自然環境の保全 ①地下水の保全 硝酸性窒素が検出
しない 

除草剤の使⽤量 
△25％ 

水質検査結果が 
向上 

②河川環境の保全 自然に近い川岸が
保護される 

生活雑排水の排出
が減少 

生き物が豊富 

③沿岸環境の保全 
魚介類の再生 ごみがない 

自然に近い海岸が
保護される 

④森林環境の保全 森林から竹が駆除
されている 

広葉樹の増加 
定期的に間伐が 

実施される 

環境保全への意識
啓発 

⑤環境保全意識の
向上 

自然環境に関心が
ある市⺠の割合が

80％以上 

ISO14001 認証
事業所の増加 

ごみ拾い活動の 
実施回数増加 

⑥環境保全活動の
支援 

環境保全活動 
団体数増加 

小中学校環境保
全実施件数増加 

環境保全型農業の
増加 

⑦公害の防止 
企業倫理の復活 

騒⾳苦情発生率が
現状よりも改善 

大気・水・土壌 
汚染数値の減少 

⑧温暖化の防止 
バイオマス発電増加 

節電取組み件数
増加 

公共交通機関 
利⽤者の拡大 

循環型社会の形成 ⑨ごみ分別収集の
推進 

資源ごみ種類ごと
回収量増加 

分別方法の 
認識向上 

ごみ減量 10％ 

⑩循環型社会シス
テムの構築 

生ごみの堆肥化 
向上 

住⺠の意識向上
（３R に努める） 

再利⽤率は 70％
を超えている 

⑪不法投棄の監視
強化 

地域住⺠の監視の
目が厳しくなる 

住⺠の意識向上
（ごみを捨てない） 

不法投棄の発生率
が現在よりも改善 

 


